






















































使われることがある。たとえば、Eric Martinent, La bioéthique dans les pays occidentaux, quelles législations et
évolutions｠? L’exemple des transplantations et des greffes d’organe(s), in Lois de bioéthique: réexamen, enjeux et






９　「臓器の摘出に関する1976年12月22日の法律第76-1181号（Loi n° 76-1181 du 22 décembre 1976 relative aux





29日の法律第94-653号（Loi n° 94-653 du 29 juillet relative au du respect corps humain）」（J.O. du 30 juillet 1994, p.
11056）、②「人体の構成要素及び産物の贈与及び生殖への医学的介助並びに出生前診断に関する1994年7月29日の法
律第94-654号（Loi n° 94-654 du 29 juillet 1994 relative au don et à l’utilisation des éléments et produits du corps
humain, à l’assistance médicale à la procréation et au diagnostic prénatal）」（J.O. du 30 juillet 1994, p.11059）、③「保
健の分野における研究を目的とする記名情報の処理に関する、並びに情報処理、情報ファイル及び自由に関する1978
年１月６日の法律第78-17号を改正する1994年７月１日の法律第94-548号（Loi n° 94-548 du 1er juillet 1994 relative au
traitement de données nominatives ayant pour fin la recherche dans le domaine de la santé et modifiant la loi n° 78-17






















制化」三菱化成生命科学研究所社会生命科学研究室編『Studies No.1 : life science & society：生命・人間・社会』１頁
（1993年）、同「フランスの生殖技術規制政策」三菱化成生命科学研究所社会生命科学研究室編『Studies : life science
& society No.2：生命・人間・社会』193頁（1994年）、同「人体実験と先端医療」三菱化成生命科学研究所社会生命




12 Loi n° 2004-800 du 6 août 2004 relative à la bioéthique（J.O. 7 août 2004, p.14040）.
13 2004年の改正については、たとえば、フォーロドゥ・マチュー（山口斉昭訳）「生命倫理に関する2004年８月６日法」
年報医事法学21号215頁（2006年）、 島次郎・小門穂『Studies : life science & society No.8：生命・人間・社会』（科
学技術文明研究所、2005年）。また、出生前診断・生殖補助等に関して、本田まり「フランス生命倫理法の改正」上
智法学論集48巻３・４号227頁（2005年）など。Marie-Catherine Chemtob-Conce, La révision des lois de bioéthique,
Médecine & Droit, 2004, pp.71-80.
14 今回の改正の主要な論点は、現在期限付きで許容されているヒト胚研究にある。この改正を、国民的な関心事とすべ
く、フランス政府は「生命倫理三部会(les états généraux de la bioéthique)」などを開催しているが、そこでも胚研究
や生殖補助医療分野の扱いが大きい。Claudine Bergoignan Esper, Les état généraux de la bioéthique, un tournant
dans la réflexion, D. 2010, n° 27, p.1837-1838.
15 たとえば、摘出（prélèvement）のみならず移植（greffe）を包含する規定の仕方となったことや、研究への人体の利
用をはかるために要件が緩和されたことが挙げられる。 島・小門・前掲注（13）15頁以下参照。
16 前掲注（13）に挙げたもののほか、Jean-René Binet, Le nouveau droit de la bioéthique, LexisNexis SA, 2005.また、
Sabine Boussard, La loi relative à la bioéthique dans le paysage juridique national, Droit et Socété, vol. 43, 2006, pp.71-
91.など。
17 この「枠組み」の構造については、 島による紹介が度々行われている。 島・小門・前掲注（13）ii頁ほか。
18 たとえば、臓器、配偶子（精子・卵子）及び受精卵の売買などのケースを想定されたい。























宗教法15号55-94頁（1996年）。Jean-Pierre Dupart, A la recherché d’une constitutionnelle de corps humain: La
décision 94-343-344 D.C. du 27 juillet 1994, Les petites affiches, n° 149, pp.34-40.
21 なお、2004年の改正においても憲法院に合憲性審査が付されたが、これに対しても合憲との判断が下っている（D.C.
29 juillet 2004, n° 2004-498.）。この憲法院判決は、生物学上のパテントに関するEU指令（ディレクティブ）を国内法
化した条項についてのものであった。マチュー・前掲注（13）参照。
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28 「自発的な眼球ドナーによって援助された角膜移植の施術を許可する1949年7月7日の法律49-870号（Loi n° 49-890 du




修正する1947年10月20日のデクレ第47-2057号（Décret n° 47-2057 du 20 octobre 1947 tendant à modifier l’article 27 du
décret provisoirement applicable du 31 décembre 1941 codifiant les textes relatifs aux opérations d’inhumation,







34 事実上は、腎臓移植をターゲットとしていた。J.B. Grenouilleau, Commentaire de la loi n° 76-1181 du 22 décembre
1976 relative aux prélèvements d’organes, D. 1977. chron. XXIX, pp.211-220, p.214.
35 このような推定同意制度は、明らかに1949年の立法とは摘出要件を異にするが、カイヤヴェ法は、第5条に（1949年
角膜移植法の）「規定の適用を妨げない」ことを明文で定めていた。
36 「臓器の摘出に関わる1976年12月22日の法律の適用に関する1978年5月31日のデクレ第78-501号（Décret n° 78-501 du






































41 Jean-René Binet, op. cit., p.40.
と死後の自己の身体処分については、「葬儀に関する自由についての1887年11月15日の法律（Loi





























45 Stéphanie Hennette-Vauchez, Le consentement présumé du défunt aux prélèvements, Revue de la recherché juridique,





される形での適用が計られつつある。人体の不思議展をめぐっては、Marie Cornu, Le corps humain au musée, de la































47 Paul-Julien Doll, Les problèmes juridiques posés par les prélèvements et les greffes d’organes en l’état actuel de la
législation française, J.C.P. 1968.Ⅰ. 2168.
48 Ibid.
49 島田・前掲注（9）30頁。P.J.Doll, La discipline des greffes, des transplantations et des autres  actes de disposition
concernant le corps humain, Masson, 1970, p.158.




























52 Jean Savatier, Et in hora mortis nostae, Le problème des greffes d’organes prélevés sur un cadavre, D. 1968, chron. XV.
pp.89-94, p.93.
53 「病院に入院を求める患者は、入院にあたっては、その規則を受け入れること。すなわち、この規則は死後の摘出を
許可するものである。」A. Charaf-Eldine, Les prélèvements d’organes(commentaire de la loi du 22 déc. 1976),
R.T.D.S.S. 1978, pp.445-463, p.453.
54 自由診療と公的保険診療との間で「医師―患者」間の法的関係や手続が異なるにしても、この公私２つのセクターに
おいて、特に「患者の同意を収集する義務」は、医療従事者が従うべき共通する基本原則であることが指摘される。
Stéphanie Hennette-Vauchez, op. cit., p.189.
また、2002年7月2日のコンセイユ・デタ判決が、「人を尊重することに関する基本的な医業倫理上の諸原則は、患者
との関係の中で医師に必要とされているものであるが、それは、患者の死にあっても適用され続ける」としているこ
とを、指摘する学説もある。Sebag, op. cit., p.74.
55 Stéphanie Hennette-Vauchez, op. cit., p.213.
56 実際には、１人の議員だけが、若者が主として摘出対象となることに鑑み、そこにおける子供の死に見舞われたばか
りである家族の心情を配慮することに注目していた。しかし、結論的に法案には賛成したようである。J.O., AN,





























58 Jean Rivero, Fictions et présomptions en droit public français, in Chaïm Perelman (dir.), Les présomptions et les
fictions en droit, Travaux du centre national de recherches de logique, Bruxelles, Bruylant, 1974, pp.101-113.






62 Stéphanie Hennette-Vauchez, op. cit., p.199.｠; ou Stéphanie Hennette-Vauchez, Disposer de soi?, L’Harmattan, 2004,
p.280.































64 C.E., 5è et 3è sous-sect, 17 février 1988, J.C.P. 1990. Ⅱ. 21421, note Élisabeth Fort-Cardon.
65 TA Lyon, 19 mai 1993, Mme Pereira de Sousa, Rec., p.511.

































用は先端医療庁（Agence de la biomédecine）に事前に提出した研究計画の範囲内で行うことという規制を設けてい
る。 島・小門・前掲注（13）67頁参照。
72 TA Nantes, 4e ch., 6 janvier 2000, D. 2000, n° 13, p.101.
73 「患者の権利及び保健システムの質に関する2002年３月４日の法律第303号（Loi n° 2002-303 du 4 mars 2002 relative
































74 A. Soulard, Le pouvoir des proches à l’avènement de la mort (avancée ou recul de l’autonomie de la volonté du mourant
et du défunt?), Médecine & Droit, 2004, pp.81-88, p.82.なお、同論文は、終末期における治療中止の問題を視野に入れ
たものであるが、この問題に関してフランスは「患者の諸権利と終末期に関する2005年４月22日の法律第370号（Loi





75 A. Soulard, op. cit.,p.82. 
76 「人の意思は、その人の死を越えて続くものである。というのは、その意思は、相続や葬儀の方法を備えている法の
下にあるのだから。」Sebag, op. cit., p.75.
77 とはいえ、今日でも推定同意制度自体の理論構成に疑問がないわけではない。Egea, op. cit., p.3312.
の角膜移植法78、昭和54（1979）年の角膜・腎臓移植法79は、家族の書面による承諾を基本的な臓
器摘出要件としていた80。一方、平成９（1997）年の臓器移植法では、臓器摘出を「死亡した者
が生存中に臓器を移植術に使用するために提供する意思を書面により表示している場合」に限定
することとなった（改正前第６条）。ここでは、本人の明示の提供意思が臓器摘出に不可欠な要
件となり、事実上大きなルール変更がなされたように見える。しかしその後、平成21（2009）年
の改正臓器移植法は、本人の意思が不明の場合にも家族の書面による承諾で臓器摘出を可能とし
ている。つまり、改正法はこれまで不可欠な要件とされていた①臓器摘出への本人の明示的な意
思表示を不要とした上、平成９年法の採択時に否定された②家族の直接の
・ ・ ・
臓器摘出承諾権を導入
するものであり、根本的なルール変更が行われている81。本件改正では、本人の推定的な意思す
らも必要とされてはいないのである。このような大幅なルール変更が可能となったのは、死後の
身体処分に関する原則が、実は、わが国では未確立であったからなのではないかと思われる。臓
器移植法の今後の運用のあり方のみならず、人体由来構成要素の利用全般に一定のルール整備が
求められる中、死体の処分に関するコンセンサスの確立が求められる。
144
臓器移植法制におけるフランスの推定同意方式に関する検討　　宍戸　圭介
78 角膜の移植に関する法律（昭和33年法律第64号）。
79 角膜及び腎臓の移植に関する法律（昭和54年法律第63号）。
80 平林勝政「各国立法の小活と「承諾」権の一考察」比較法研究46号118頁（1984年）、拙稿「臓器移植法における遺族
摘出拒否要件に関する憲法学的考察」岡山大学大学院社会文化科学研究科『文化共生学研究』９号41頁（2010年）。
81 同様の見解として、甲斐・前掲注（2）39頁。
